
令
和
元
年
七
月
五
日
受
領

答
弁
第
三
〇
〇
号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
三
〇
〇
号

令
和
元
年
七
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
定
め
る
特
定
動
物

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
定
め
る
特
定

動
物
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
特
定
動
物
」
に
つ
い
て
は
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元

年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
人
の
生
命
、
身
体

又
は
財
産
に
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
動
物
」
と
し
て
、
そ
の
飼
養
又
は
保
管
に
都
道
府
県

知
事
の
許
可
を
要
す
る
と
定
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
規
制
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
改
正
後
の
法
第
二
十
五
条
の
二

に
お
い
て
は
、
特
定
動
物
の
定
義
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
「
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
害

を
加
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
動
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
動
物
」
が
交
雑
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
動
物
に
つ
い
て
も
特
定
動

物
の
範
囲
に
含
め
る
と
と
も
に
、
特
定
動
物
の
愛
玩
目
的
で
の
飼
養
又
は
保
管
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
特
定
動
物
に
係
る
規
制
を
強
化
す
る
改
正
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
現
行
政
令

に
定
め
ら
れ
る
特
定
動
物
リ
ス
ト
」
を
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一



二
に
つ
い
て

改
正
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
二
十
五
条
の
二
に
お
い
て
、
「
そ
の
動
物
が
交
雑
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

た
動
物
」
も
特
定
動
物
に
含
ま
れ
る
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
親
個
体
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
当
該
「
そ
の
動
物
」
で

あ
れ
ば
、
規
制
対
象
と
な
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

二


